
 

 

 

 

 

 

令和元年度 奈良県版ＧＤＰ統計（県民経済計算）について 

 

 

 

 

                    

 

 

 

〇奈良県の令和元年度の経済成長率は、物価変動の影響を取り除いた実質で△0.8％と 4 年

ぶりのマイナス。内訳をみると保健衛生・社会事業や金融・保険業などが増加したが、

製造業、建設業などが減少。なお、国の令和元年度の経済成長率は、実質で △0.3％。 

○県内総生産は名目で 3 兆 9,252 億円。国内総生産（名目で約 560 兆円）に対するシェア

0.70％。 

〇１人当たり県民所得は、272 万 8 千円で前年度比 0.9％減と 2 年連続のマイナス。 

（１人当たり国民所得（318 万 1 千円）の 85.8％） 

※全国値は内閣府「2019年度（令和元年度）国民経済計算年次推計」 

概況 

令和元年度の奈良県の経済成長率は、物価変動の影響を取り除いた実質で

△0.8％と 4年ぶりのマイナス（名目では△0.3％） 
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今を見つめ、未来を拓く……

look  at  the  present, lead  to  the  future…
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（令和４年９月５日） 

※国民経済計算の基準改定に伴い、本県においても県民経済計算の概念や推計方法等の改定を行

ったため、平成 23～30 年度の総生産・県民所得等の計数も遡及して改定しています。 


